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本年４月１日付で高等教育機能開発総合センター
の入学者選抜研究部長をお引き受けいたしました。
はじめに，本年３月末まで研究部長を務められまし
た大学院先端生命科学研究院名誉教授の加茂直樹先
生に心より御礼申し上げるとともに，研究部に対す
る長年に亘るご尽力に敬意を表します。入学者選抜
に関わる私の知識と経験は加茂前研究部長と比べる
もなく，この職を十分に務められるかどうか甚だ心
もとない限りですが，お引受けした以上，微力なが
ら本職に邁進致しますので何卒宜しくお願い致しま
す。
私がセンターの入学者選抜研究部長のご指名を受

けるに至った経緯は定かではありませんが，私が
所属する理学部化学科が平成 12 年度入試から推薦

入試を，平成 13 年度入
試から AO 入試を開始
したことに端を発して
いるのだろうと想像し
ています。推薦・AO入
試を開始するにあたり，
理学部化学科では化学
に強い興味と意欲を持
ち，将来は大学院に進
学して研究者の道を希望する学生を多く集めること
ができるよう，教員が手分けして道内・道外の高校
訪問を行ってきました。また，平成 11 年度から毎
年８月に「受験生のための化学科研究室公開」を開
催しており，現在まで，私がそのお世話をさせてい
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ただいています。本学の入学者相談委員を仰せつ
かっていた時期には，東京，横浜，名古屋などでの
北大説明会に参加させていただき，高校生への理系
学部の説明を担当させていただきました。さらに，
平成 20 年度の入学者選抜においては入試総務委員
長という大役を仰せつかり，大雪による前期日程試
験の１日延期という，大変な決断をするという経験
を致しました。
このように，この 10 年ほど，何らかの形で入学

者選抜に関わってきたことは事実ですが，入学者選
抜研究部長を仰せつかるほどの知識や経験がある訳
では無く，自分自身で頼りなく思うところです。た
だ，上で述べた「研究室公開」や札幌近郊の３つの
高校とのサイエンスパートナーシッププログラムな
どで高校生と一緒に実験をしたり，北海道の高文連
理科研究発表会の審査員を仰せつかったりと，高校
生と直接話す機会は一年を通して度々あります。こ
のような機会を利用して高校生や高校の先生方の意
見や思いを聞き，入学者選抜に反映できればと思っ
ております。知識不足の分を現場レベルから補うこ
とができれば幸いかと思います。
さて，入学者選抜研究部においては，AO入試や

大学入試問題等に関する研究会の開催，入学者選抜
に関する各種の研究・調査，道内外の高校訪問や北
大進学説明会における説明員を含めた北大入試広報
等，多岐にわたる活動を行っています。
平成 23 年度入試から本学では「総合入試」が開

始されることになっており，その為のさまざまな準
備が進んでいます。当研究部と致しましても「文系・

理系総合入試」におけるアドミッションポリシーの
原案を作成するとともに，学部別入試のアドミッ
ションポリシーの集約を求められています。さらに，
「総合入試」に関するさまざまな広報が必要である
ことは言うまでもありません。
本年度の研究部におきましては，函館（８月 30

日），北見（10 月 10 日）における北大セミナーの
開催や，名古屋（10月 31 日），大阪（11月１日），
東京（11 月３日）で開催される北大進学説明会へ
の入試相談員として参加します。また，道内外の多
くの高校訪問を行い，総合入試の広報を積極的に行
う事を予定しており，一部は既に実施済みとなって
おります。
入試改革の前後における志願者の動向の変化や入

学者の志望動機，進路選択等に関する意識変化につ
いてのきめ細かい情報収集も必要になります。「総
合入試」は本学にとって大きな入試制度改革であり，
これをスムーズに行う社会的責任があるとともに，
この入試改革により，北大の教育体制の質の向上が
伴わなければなりません。これらの関連するさまざ
まな情報収集とその調査・分析を継続的に行う必要
があり，これを更なる入試制度の改善につなげる事
が望まれます。
これらの事を考えると，入学者選抜研究部員のみ

では力不足の面も多々あるかと思います。本学の入
試や教育体制の改善のため，研究部の活動にご理解
とご支援をいただきますようお願い申し上げます。
 （理学研究院　教授）

カット：氏間多伊子
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カナダ・ダルハウジー大学と大学間交流協定を締結

7 月 30 日（木），カナダのダルハウジー大学と
の学術交流に関する協定の調印が行われました。調
印式には，ダルハウジー大学から Susan Spence 
Wach 副学長補佐，本学から佐伯総長，脇田副学長，
望月文学研究科長ら 6名が出席しました。
ダルハウジー大学は 1818 年に設立されたカナダ

東海岸のノバスコシア州にある大学で，工学，理学，
経営学，法学など 10 の学部からなり，学生数は約
15,000 人，教員は約 1,000 人を数えます。本学と

ダルハウジー大学は，特に海洋分野や教育開発分野
で活発な交流を行ってきました。
これまでの交流実績を踏まえ，全学的な交流に

発展させるために，このたび本センターが責任部局
となり，文学研究科，水産科学研究院および北方生
物圏フィールド科学センターを関係部局として，ダ
ルハウジー大学との大学間交流協定が締結されまし
た。今後も両大学の交流が活発に行われることが期
待されます。 （安藤厚）

写真 1　ワック副学長補佐から佐伯総長へ記念品贈呈

写真２　調印式後の記念写真
前列左から，ワック副学長補佐，佐伯総長
後列左から，安藤高等教育開発研究部長，望月文学研究科長，本堂副学長，
　脇田副学長（センター長），林副理事・学術国際部長
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北海道大学と筑波大学共催の国際シンポジウム
「高等教育におけるプロフェッショナル・ディベロッ
プメント」のプログラム Aが 7 月 27 日（月）と
28 日（火）に筑波大学で開催され，つづいて，プ
ログラム B（札幌）として，国際シンポジウム「プ
ロフェッショナル・ディベロップメントの諸相」が，
7月 30 日（木）と 31日（金）に本学情報教育館 3
階スタジオ型多目的中講義室で開催されました。
北大のシンポジウムには，講演者（海外から７名，

国内から４名のゲスト）および本学・筑波大学関係
教職員 29名のほか，全国から 2日間でのべ約 100
名の参加がありました。
当日は，脇田センター長の挨拶の後，国内外各

大学からのゲストにより英語で講演が行われまし
た。両日を通して同時通訳を配し，パネルディスカッ
ションでは活発に意見交換が行われました。
第 1日目の講演終了後には，情報交換会（Wel-

come Party）が開催され，講師ら 35 名が参加し，
貴重な情報交換の場となりました。
プログラム概要は，センターニュース前号（79号）

をご覧ください（サンフランシスコ州立大学のパメ
ラ・ヴォーグ氏は，発表取りやめとなりました）。
講演では，FD，TA研修，次世代教員養成（PFF），

スタッフ支援プログラムなど，プロフェッショナル・
ディベロップメントの最前線でのさまざまな取り組
みが紹介されました。討論では，文化・伝統に発す
るさまざまな困難も指摘されましたが，各国の取り

組みが共通の課題をもってほぼ同時並行で進んでい
ることが確認できました。UCバークレー校のフォ
ンヘーネ先生，ソラッコ先生からは「ワークショッ
プでの学生の反応の良さには驚いた」「筑波大，北
大のワークショップや講演会を通じて出された質問
や意見，あるいは反感，疑惑の意見などが，私たち
が過去 10 年，20 年で行なってきたことに対して
寄せられた質問，意見，反論，疑惑とあまりにも似
ていたので驚いた」との感想が寄せられました。
プログラム A（つくば）のなかで開催された国

際ワークショップ「若手研究者のためのプロフェッ
ショナル・ディベロップメント」（27日）には，北
大から留学生多数を含む約 15 名の大学院生が参加
し，フォンヘーネ先生，ソラッコ先生から「TAを
活用した成績評価基準の作り方と使い方」あるいは
「研究成果を発信するためのアカデミックライティ
ング実践」の指導を受け，貴重な経験を積みました。
北大のシンポジウム最後のクリッカーを使った

アンケートによれば，回答者 54人のうち，国籍は，
日本 40人，アジア 7人，北米 5人，大学での職務
は，教員 30人，職員 13人，学生 11人，興味をもっ
たテーマは，Academic Writing 28 人，Preparing 
Future Faculty 21 人，Microteaching  17 人，訪
問したい大学は，ワシントン大学 26 人，UCバー
クレー校24人，ダルハウジー大学23人などでした。
シンポジウムの最後には，以下のような両大学

副学長によるまとめが確認されました。 （安藤厚）

国際シンポジウム
「プロフェッショナル・ディベロップメントの諸相」を開催

写真１　宇田川拓雄（北海道教育大函館校），フォンヘーネ氏 写真２　ソラッコ氏
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写真 3　Welcome Party（札幌アスペンホテル）にて
前列左から，シ・ジンファン（清華大），ジュディス・A・オーメット（インディアナ大），スーザン・ワッ

ク（ダルハウジー大），リン・テイラー（同），ジョディ・D・ナイキスト（ワシントン大），イ・ヘジュン（ソ
ウル国立大学），リンダ・フォンヘーネ（カリフォルニア大バークレー校），サブリナ・ソラッコ（同）
中列左から，町井輝久（北大），吉永契一郎（東京農工大），山田礼子（同志社大），石田東生（筑波大），

宮本陽一郎（同），安藤厚（北大），脇田稔（同），山岸みどり（同），西森敏之（同），阿部和厚（北海道医療大）
後列左から，細川敏幸（北大），河内真美（筑波大），トム・ガリー（東大駒場），瀬名波栄潤（北大），

山田邦雅（同），小笠原正明（筑波大）（敬称略）

2009

PD

FD TA PFF

e-

PD

2009年 7月 31日，札幌
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国際交流室が現在検討しているアカデミックサポー
トの一つ，ライティングラボ設置準備作業部会の一員
として，アカデミックライティングに強い関心を持っ
てこの国際シンポジウムに参加しました。高等教育機
能開発総合センターの先見性の高い企画に感謝すると
同時に，本学でも早急にアカデミックライティングの
サービスを提供しなければならないと感じました。
筑波大学では，まずカリフォルニア大学バークレー

校アカデミックサービス部長のソラッコ氏が同サービ
ス部の仕事の内容を紹介しました。そこは将来「よい
教え手」になるための院生教員対象の教授法教育に加
えて，「よい書き手」として自立した研究者になるた
めのライティングの指導を併置した特色あるプログラ
ムを提供しています。アカデミックライティングでは，
課題論文や学位論文だけでなく，外部資金申請書の書
き方なども指導します。
その後，ソラッコ氏はワークショップ「研究成果

を発信するためのアカデミックライティング実践」を
30名ほどの大学院生を対象に行いました。１分間で
論文の主旨を言い切る「エレベーターピッチ」の訓練
は印象的でした。本学からは15人ほどの大学院生が
参加し，留学生・日本人学生，男女，理系・文系の比
はそれぞれほぼ同じで，プログラムの感触を得るには
理想的な構成でした。受講後の反応には，「バークレー
校のシステムを導入すべき」「北大もアカデミックラ

イティングの授業やワークショップを提供してほし
い」など，本学にアカデミックライティングのサービ
ス提供を促すものから「大学教員になるにはアメリカ
の大学院が最善」という悲観的なものまでありました。
札幌でのディスカッション「日本と米国におけるア

カデミックライティング」では，ソラッコ氏と私に，
筑波大の宮本陽一郎氏と東京大のトム・ガリー氏が加
わり，日本におけるアカデミックライティングやライ
ティングセンターの役割が，ネイティヴチェックを行
う添削センターから，多少の文法ミスには目をつむり，
理論構成のしっかりした論文執筆を教授する方向へと
転換しつつあることが報告されました。バークレー校
のアカデミックライティングプログラムが，今の日本
の大学が目指す方向であることが見えてきました。シ
ンポジウム終了後，よりよいアカデミックライティン
グプログラム構築へ４大学が協働することを誓い合い
ました。
本学にアカデミックライティング・プログラムを設

置することは，北大の教育の国際化のために不可欠の
急務です。留学生も日本人学生も切望しています。そ
の実現には国際交流室と教育改革室の協働とリーダー
シップが必要です。ちなみに，シンポジウム終了から
一ヶ月後，東京大のアカデミックライティング教員グ
ループはバークレー校視察へ旅立ちました。

国際シンポジウム・ワークショップに参加して
～アカデミックライティングの新展開～

文学研究科・准教授　瀬名波　栄潤

写真１　ソラッコ氏のアカデミックライティング・ワークショップ風景
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英語による授業に関する FDプロジェクト

今年度，国際企画課国際教育連携支援チームは
高等教育機能開発総合センターとの共催で，英語で
授業を行う教員向けのサポートプログラムの開発に
取り組んでいます。

文学研究科向け英語による授業に関する
FDプログラム
これから英語による授業を増やしていく初期段

階の研究科向けに，汎用性のあるプログラムの先行
モデルを作ることを目的として 6名の教員が参加
し，6月から 2月まで全 6回のワークショップを開
催します。デモレッスンとピアレビュー，英語での
授業に関連したテーマについてのディスカッション
を行い，他の教員との積極的な意見交換を通して実
践的なスキルアップを目指します。

マイクロティーチング・ワークショップ
文学研究科向け FDプログラム開発の一環とし

て，7月 29 日には 4名の教員対象にナイキスト教
授（ワシントン大学教育開発研究センター名誉セ
ンター長）によるマイクロティーチング・ワーク
ショップを行いました。各自 4分間行うデモレッ

スンでは，苦手意識を感じていることに敢えて挑戦
し，ビデオ録画をその場で再生して自分の授業の
様子を見ました。次に，建設的なフィードバック
(constructive feedback) では，まずは授業でうま
くいった部分についてコメントしあい，お互いの良
い点から学ぶ姿勢を大切にし，その後の改善点につ
いてのコメントも批判的になることは避け，具体例
を提示することを心掛けました。参加者は，今後広
く学内で実施するメリットを体感しました。

ライデン大学 FDプログラム
オランダ・ライデン大学の協力を得て，8月 24 ～
28 日ライデン大学及びデルフト工科大学で開講さ
れ，本学 9部局より 15名の教員が受講しました。
1999 年に採択されたボローニャ宣言の後，EU

内で学生移動が活発化した影響を受け，ライデン大
学及びデルフト工科大学をはじめオランダの大学で
は，2005 年頃より大部分の大学院教育を英語で行
うことになりました。まず段階的なスケジュールで
改革が進められた様子や，課題と対応策などについ
て具体例が提示され，国際化を進める上での戦略や
方針の重要性について説明を受けました。次に，非

写真 1　ライデン大学 FDプログラム参加者
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英語圏の大学で授業を英語で提供するための対策に
ついて学びました。ペアワークやディベートなどを
用いた効果的な授業の進め方や，さまざまな質問へ
の対応策，英語力のスキルアップなどについて，実
践的な研修が行われました。
プログラム終了後，今回入手した情報の本学に

おける活用策，及び英語での授業の提供だけに留ま

らない大きな枠での国際化の進め方について，参加
者の間で部局の枠を越えて活発な意見交換が行われ
ました。
このプロジェクトについては，12 月に全学向け

の報告会を開催しますので，ぜひご出席ください。
問合せ先： shien@general.hokudai.ac.jp

 （国際教育連携支援チーム　佐羽内喜久子）

写真 2　マイクロティーチング・ワークショップ

マイクロティーチング・ワークショップ参加レポート

文学研究科向けの英語による授業に関する FDプ
ログラム特別回として，７月 29 日にワシントン大
学のナイキスト先生の指導によるマイクロティーチ
ング・ワークショップが行われました。以下，本来
は公表を予定していないアンケートですが，参加者
のご了解を得て，生の声を紹介します。

質問　
１）なにか新しい /興味深い知識 /経験を得ました
か？

２）今後の授業に活かせる点がありましたか？
３）北大で広く活かせるようなことがありました
か？

４）その他何かあればお書きください

回答
文学研究科・蔵田伸雄（倫理学）
１）実際にマイクロティーチングを経験してみて，
自分の授業の性格を具体的にふりかえることが
できました。またマイクロティーチングの具体
的なイメージをもつこともできました。

２）自分の授業の「欠点」については自覚があった
のですが，むしろ「自分の授業のどこがよいのか」
を具体的に指摘してもらえることはあまりない
ので，そのような点で参考になりました。

３）マイクロティーチングは広く各部局や専攻等の
単位で実施してみるとよいと思います。同僚に
自分の授業を見られる，自分の授業をビデオで
見るということに抵抗を感じている教員も少な
くないと思いますが，実際のマイクロティーチ
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写真 1　ナイキスト先生のマイクロティーチング・ワークショップ

ングは楽しいものだということがわかってもら
えれば，広く実施できると思います。高機能セ
ンターを中心に，学内に広げていってはどうで
しょうか。

４）ご本人は謙遜していらっしゃいますが，ナイキ
スト先生のファシリテーションはすばらしいも
のでした。ご本人の経験のたまものだと思いま
す。参加者を威圧することなく，具体的な改善
点を理解させていく技法はさすがです。北大で
実施するさいに成否を分けるのはファシリテー
ターの技術だと思います。

文学研究科・村松正隆（倫理学）
１）具体的に「これ」というものを学んだとは言わ
ないが，「大切な心構え」とでも言うべきことを
意識できるようになった。Nyquist 先生が，「学
生が何を学ぶか」が大事である，と繰り返され
ていたのが印象的であった。また，同僚の授業
を見るときも，まずは積極的な姿勢で臨むこと
の重要性がよく意識できた。

２）ありました。“Do you have any questions?”
ではなく“What are your questions?”と尋ねる，
というのは，日本語だとどう言えばいいか，す
ぐにはわかりませんが，試してみようと思いま
す。

３）申し訳ないですが，質問の趣旨がよくわかりま
せん。「誰が」「活かす」のでしょうか？「私が」
であれば，それは「活かせると思う」と答えま
すし，「他の先生たちも」という意味であれば，
それは「他の先生たち次第」ということになり
ます。もっとも今日の方法を北大の有志でやっ

てみたらどうか，という意味であれば，それは
それで有意義なことと思います。

４）お忙しい中この時間をとってくださったNy-
quist 先生をはじめ，山岸先生，スタッフのみな
さまに深く感謝しています。なお，自分の授業
のビデオ撮りは，苦痛に耐える根性さえ身につ
けば（笑），大変有効な方法だと思います。

文学研究科・眞嶋俊造（応用倫理研究教育センター）
１）得ました。（自分の模擬授業の様子をビデオで
見ること，ピアレビュー）

２）ありました。（リラックスして，学生も自分も
より快適になるようにしていく必要があるかな
あと思いました。）

３）あると思います。（ビデオ FD）

文学研究科・中村三春（映像・表現文化論）
１）講師および参加者とのディスカッションを通
して，建設的な授業改善の方策を考案すること
ができた。自分の授業風景をビデオで確認して，
実際に問題点や課題を認識することができた。

２）双方向的な授業の構築方法について，多様なヒ
ントを得ることができた。資料の作り方や授業
中のジェスチャーなどについて，具体的に実地
で学ぶことができた。

３）英語の苦手な自分でも何とかなるところもある
ことを認識し，英語の授業を普及する糸口が得
られた。

４）講師およびスタッフの皆さんの献身的な貢献に
感謝したい。他の形式ではなかなか得られない
貴重な体験をすることができた。
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　8 月 24 ～ 28 日にオランダのライデン大学など
で行われた「英語による授業に関する FDプログラ
ム」（詳細は７～８ページを参照）に参加しました。
　ライデン大学は学生数1万8000人の総合大学で，
国境を越えた学生の移動がますます活発になる中，
2005 年から修士課程のプログラムを原則として英
語で提供しています。EUの非英語圏の大学では，
英語による授業に対応するため，教員の能力開発や
学生支援をどのように進めているのか？ ライデン
大学の研修プログラムを体験し，その実態をつぶさ
に知ることが，今回の研修の主な目的でした。
　最も印象的だったのは，教員や学生の英語力を評
価する方法が全学的なシステムとして確立され，実
施されていることです。研修中，その評価の模擬セ
ッションに参加する機会がありました。
　インタビュアーと外国語教育専門の評価者がペア
になり，被験者（評価対象の教員等）に英語で面接
します。被験者は，インタビュアーの質問に答えた
り，与えられた写真について口頭で説明したり，自
分の研究について自由にプレゼンテーションをした
りします。その間，15 分足らず。評価者は，語彙
や発音，流暢さ，聞き手に訴えかける力などの観点
ごとに，能力記述文（「○○ができる」）で示された
基準を使って，あっという間に英語力を評定してい
きます。面接後，「初歩」から「熟達」の 6段階で
総合評定が下され，その場で被験者にフィードバッ
クされます。ちなみに，ここで用いている基準は，
欧州評議会の「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）

をもとに，大学が独自に組み立てたものです。
　ライデン大学では，教員に対して 6段階評定で
上から 2番目のレベルを要求しています。この基
準に満たない場合，大学の費用で英語研修が行われ
ます（プレゼンテーションや発音，ライティングな
どに特化したコースがあります）。外国語で講義を
する際のコツも体系化されていて，研修プログラム
などを通じて教員に提供されているそうです。英語
力の評価や研修は主に学内の外国語センターが担当
しますが，専属の英語支援スタッフが論文のチェッ
クなどのサービスを提供している部局もあります。
　ライデン大学のスタッフが口々に述べていたの
は，「今，ここで起きているのは革命（revolution）
だ」ということです。外国語センターの責任者は，
「たんに個々の授業を英語に置き換えればよいとい
う発想ではダメ」とも話していました。評価・研修
の仕組みや，その背後にある全学レベルでの言語政
策（language policy）が有機的に結びつくことが
必要である，と。英語力評価の面接はその端的な現
れです。
　個人的には，「革命」という言葉に象徴される物
事の進み方に若干戸惑いもありましたし，そもそも
オランダと東アジアの中の日本とでは，「国際化」
の文脈も異なります。それでも，北大の国際化にと
って，オランダの経験は，英語による授業を徹底的
に導入した先例として，一つの大きな参照例となる
と感じました。 （三上直之）

「革命」進行中のオランダから
～ライデン大学 FDプログラムに参加して～

写真１　英語力評定のための模擬面接（左端が評価者）
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全学教育 GENERAL EDUCATION

全学教育委員会報告（第 77回）

平成 21 年 7 月 24 日（金）に第 77 回の全学教
育委員会が開催され，来年度の開講計画を中心に，
つぎのような議題について話し合いました。

第 77回全学教育委員会

議題
１．「退職教員の非常勤講師採用について」の見直し
２．H22 年度全学教育科目の開講計画
３．「総合入試」導入に伴う全学教育科目の充実 
４．「平成 18 年度以降の新教育課程」に関する中

間報告書編集担当

報告事項
１．H20 年度の成績評価に関する照会結果及び

H21 年度第１学期の成績評価の依頼
２．H21 年度第１学期履修者数
３．H21 年度第２学期の履修調整
４．英語単位「優秀認定」の実施
５．英語Ⅲ・英語Ⅳ履修クラスの抽選
６．平成 21年度 1学期成績公開・確認期間
７．TA研修会の参加状況
８．その他：H20年度自然科学実験報告書

「退職教員の非常勤講師採用」の特例措置
の見直し
議題１では，退職教員（本学定年年令を超えるも

の）を非常勤講師として採用する特例措置の見直し
が検討されました。現行の措置が，平成 19 年度か
ら 2年間の時限承認であったためです。教員再雇
用への対応なども考慮して，以下のように改訂しま
した。

H22年度全学教育科目の開講計画
H22 年度全学教育科目の開講計画のための基礎

データ，責任部局・各部局への提供依頼案等の詳細
が説明され，了承されました。開講科目の提出締
切（10月 2日），シラバス入力依頼（12月初旬），
時間割確定（12 月下旬），シラバス入力締切（1月
29 日），シラバスのHP公開（3月 1日）の日程で
作業をすすめます。なお TAは必要に応じ，履修者
70 名以上の科目に 1名，120 名以上には 2名を認
めることとしました。非常勤講師担当の 70 名以上
の科目でも，TA を認めることとしています。TA
を活用して授業の充実をお願いします。

「総合入試」導入に伴う全学教育科目の充実
平成 23 年度から導入する総合入試の概要，入学

後の教育課程の検討状況が説明されました。1年生
はすべて「総合教育部」に属し，教育は文系・理系
の二通りの共通カリキュラムのもとに行われます。
１年生への学修・履修・進級指導のために，アカデ
ミック・アドバイザーを配置することになります。
「総合入試」の導入に伴い，総合科目，主題別科目．
文系基礎科目等の充実について，教育改革室WG
での検討と合わせて，全学教育委員会でも検討をは
じめることになりました。

1

2 68
3 22 6
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「新教育課程」に関する中間報告書編集担当
現在の全学教育は「平成 18 年度以降の新教育課

程」のもとに進められています。この新教育課程の
もとで教育を受けた学生が今年で 4年生になるこ
とから，実施状況の中間報告を，各科目責任者を中
心に取り纏めることとなりました。

H20 年度の成績評価に関する照会結果・
H21年度の成績評価の基準
H20 年度１学期の成績評価で「極端な片寄り」

があると思われる科目について担当教員に事情を照
会した結果が報告されました。今年度から回答に対
して専門部会からコメントを出しています。
また，２学期の成績評価に関する照会対象者の報

告がありました。
評価基準について議論があり，総合入試導入を控

え，H21 年度の成績評価については，GPAの許容
幅（1.80 ～ 3.00）を（1.90 ～ 2.90）と変更する
可能性があります。対象は主題別科目，総合科目の
ほか，外国語・理系基礎科目の必修科目が中心です。

H21年度１学期履修者数
H21 年度１学期の登録科目の履修取消し後の各

科目の履修者数が報告されました。各科目の履修状
況は，入学者数の減少を考慮すると，ほぼ前年通

りです。履修取消しをした学生は，延べ 532 名（1
年生 169 名，2年生 326 名，3年生 25 名，4年生
12 名）です。例年履修取消しが多かった「一般教
育演習（フレッシュマンセミナー）」と「外国語演習」
は，1週目の授業に出席してから履修登録が可能に
なったことから，取消しが減少しています。

英語Ⅲ・英語Ⅳ履修クラスの決定
英語 IV は今年度から，英語Ⅲと同様に学生の希

望による抽選でクラス決定が行われます。

第 1学期成績公開
今年度から学修簿はWeb 上での公開になり，1

年生は，8月 28 日から公開，その後 1週間（9月
3日）が成績確認期間です。成績評価に関する学生
からの申立てはこの期間中に受け付けられます。

TA研修会の参加状況
TA 研修会は今回で 12 回目を迎えます。全学教

育の TAは，当該科目の担当教員によるオリエン
テーションのほかに，この研修会に出席することが
義務付けられています。今年度は４月６日に実施さ
れ，192 名が午前・午後のコースを修了しました。
 （小野寺彰　理学研究院教授・センター長補佐）

１．導入とその目的
外国語教育センターでは平成 20 年度から，選択

必修外国語科目のうちドイツ語・フランス語・ロシ
ア語・中国語で，第２学期の各言語の「Ⅱ」２コマ
のうちの１コマに本格的な CALL 授業を導入して
います。その目的は，教員の増員が望めない状況の
中で，外国語教育に関する最先端の知見と最新のメ
ディア機器を利用して最大の効果を得ることです。

２．実施状況
いわゆる「対面授業」ではない CALL 授業の大

きな利点のひとつは一度に多数の学生を受講させ，
数多くの練習をさせられることにあります。接続が
可能であれば自宅にいてもできます。しかしそれだ
けに，学習成果を上げるためには並大抵ではない対
策と不断の検証が必要です。その一環として，多く
のクラスでティーチング・アシスタント（TA）を

平成 20年度初習外国語のCALL授業に関する報告
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なった ならなかった どちらともいえない
ドイツ語 56.5 12.0 31.5
フランス語 61.0 13.0 26.0
ロシア語 56.5 17.4 24.6
中国語 69.3  9.3 21.3

採用し，管理運営の効率化を図りました。TAの雇
用のべ人数はドイツ語 17 名，フランス語 9名，中
国語 32 名です。TAには講習会を複数回実施して
参加を義務づけ，さまざまな事態に対処するための
指導を徹底して行いましたが，今後もこの方針を続
ける予定です。
実施する教員側から見ると，人員増加の見込みが

ない状況においては，対面授業の補助手段として一
定の有効性を認めることができるでしょう。
平成 19 年度第２学期と比較すると評価の平均値

（GPA）も向上しています。

３．受講者による評価
今後の語学教育を考える上では，昨年度導入され

た新しい学習システムを受講者がどう評価するかも
大きな意味を持つでしょう。すでに受講者全員を対
象としたオンラインアンケートを実施しているの
で，その結果の一部を以下に紹介します（以下の質
問項目は園田勝英先生により，単位は%です）。

（ロシア語は回答が無効な者がいるため合計が 100％にならない）

（フランス語は回答が無効な者がいるため合計が100％にならない）

以上により，言語により多少の差はあるものの，
多くの学生は CALL 授業にかなりの程度満足し，
かつ真面目に取り組んでいたことがうかがえます。
初年度のCALL 授業は有効だったといえます。

４．今後の課題
しかし克服すべき課題はなお多いといわなければ

なりません。まずシステムの維持管理運営にはきわ
めて高度な専門知識と技能が必要とされるため，そ
のための人材の確保と充実が望まれます。どの言語
系も特定の教員の献身的作業に大きく依存している
のが実状で，何らかの事故等により現体制の維持が
不可能になった場合，大きな困難が予想されます。
とくに担当教員が少ない場合は教材の開発と授業を
自転車操業的手法で実施せざるをえません。教材
開発と授業に専念する教員，CALL 授業を補助する
TA，そしてシステムの維持管理運営を専門に担当
する技術職員がさらに充実確保されれば，より安定
的な運営が可能となり，さらに大きな効果が得られ
るものと思われます。
なお本学では選択必修枠の初習外国語として上記

のほかにスペイン語と韓国語を開講していますが，
専任教員が一名のみであるため，CALL 授業の導入
と展開は今後の課題です。
最後に，CALL 授業の実施・運営には事務の方々

にも手厚いご支援をいただいていることを明記し，
企画部情報基盤課の池田光雄さんにはとくに深くお
礼を申し上げたいと思います。
 ( 寺田龍男　外国語教育センター教授 )

平成 19年度GPA
（評価者数）

平成 20年度GPA
（評価者数）

ドイツ語 2.19
(1012)

2.28
(1003)

フランス語 1.98
(416)

2.33
(504)

ロシア語 2.18
(62)

2.22
(79)

中国語 2.10
(779)

2.45
(672)

そう思う 思わない どちらともいえない
ドイツ語 34.4 16.0 49.6
フランス語 33.0 15.0 51.0
ロシア語 40.6 26.1 33.3
中国語 38.9 10.7 50.4
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全学教育履修者数一覧（１学期）（H20/H16 年度比較）
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全学教育履修者数一覧（２学期）（H20/H16 年度比較）
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＊＊＊ 全学教育の科目責任者からひとこと ＊＊＊

今年度「芸術と文学」では一年を通して 30 の授
業を提供しています。その内訳は，文学・物語（10
件），舞台芸術（3件），映画（4件），美術・建築（4
件），音楽（５件），総合的内容（4件）と，文学系
が主流を占めるものの，視覚・音響芸術等，幅広い
トピックスが展開しており，学生さんたちの多様な
興味・関心に応えられるものと考えています。
今回この原稿を書かせて頂くにあたり，あらため

てそれぞれのシラバスに目を通させて頂いたのです
が，そこから見えた「芸術と文学」の本質とは，こ
とば，文字，色彩，テクスチュア，音声，映像，音楽，
照明等，異なる表現媒体を通して実現された（ある
いは実現し得る）「想像力と創造性の追求」に尽き
ます。古代ギリシャの叙事詩も，中国の変身物語り
も，風の谷のナウシカも，ベルリンの壁も，イサム・

ノグチの Black Sun も，
ドストエフスキーの作品
も，グレゴリオ聖歌も，
それを世に送り出した社
会・文化的背景を理解す
るためには時間と空間を
超える必要があり，それ
を可能にしてくれるのが
想像力です。そして，芸術作品を享受する側として
だけではなく，学生さん自身がアイデアやイメージ
をことばや音楽で表現してみることで，自分の中に
秘められた創造性にも気づけるかもしれません。そ
んな機会を与えてくれる授業を，学生の皆さんに楽
しんで頂けたらと思います。

「芸術と文学」企画責任者　文学研究科　准教授　安達　真由美

想像力と創造性をきっと磨いてくれるはず！

今年度の特任研究員に，インディアナ大学ブルー
ミントン校教育政策・評価センターの Judith Ann 
Ouimet　（ジュディス・アン・オーメット）氏が着
任しました。期間は 7月 1 日から 2ヶ月間です。
オーメット氏は 1985 年テキサス大学オースティン
校国際経済・経営管理学科を卒業，1998 年に同大
学教育学博士を取得しています。現在インディア
ナ大学で学部教育担当副学長補佐（Assistant Vice 
Provost for Undergraduate Education）を務めて
います。
オーメット氏は 2000 年からインディアナ大

学 で 始 ま っ た Indiana University-Bloomington 
National Survey of Student Engagement (NSSE)
に Assistant Project Manager として参加し，その
基礎を築きました。NSSE（ネッシー）は大学ある

いはカリキュラム評価のた
めに作られたアンケート調
査で，今では全米 700 以上
の大学が参加しています。
NSSE の調査結果は大学間
の比較を可能とし，教育改
革に資するところが大きな
試みです。
オーメット氏は七月末に開催された国際シンポジウ

ム（学生の学習成果を上げるための教員研修～授業
成果についての学生調査～）や同志社大学（NSSEと
CLASSEを利用した学生エンゲージメントの評価）で
講演しました。さらに，高等教育ジャーナルにその研
究成果を発表する予定です。 （細川敏幸）

特任研究員（旧外国人研究員）にオーメット氏

高等教育 HIGHER EDUCATION
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北海道大学教育倫理綱領および科学者の行動規範の制定
高等教育開発研究部では，平成 18 年 7月に「教

員の倫理綱領についての研究会」を組織し，FD等
の基準ともなる教員の教育倫理綱領について検討を
重ね，中間報告案，修正案を提案してきましたが，
このたび教育改革室，教育研究評議会，役員会での

審議を経て，「北海道大学教育倫理綱領」と「北海
道大学における科学者の行動規範」が制定されまし
た。本学の教員は，これらに則り，高い倫理観に支
えられた責任ある教育・研究活動を行うことが求め
られています。 （安藤厚）

 平成 21年 6月 23 日制定　

北海道大学教育倫理綱領

北海道大学は，札幌農学校に遡る長い歴史の中で ,「フロンティア精神」,「国際性の涵養」，「全
人教育」，「実学の重視」という教育研究の基本理念を培い，教育の基本的目標を，豊かな人間性と
高い知性を涵養する幅広い人間教育，自由・自主独立の精神の涵養と自律的個の確立，人権を尊重し，
社会的要請に的確に対応しうる基盤的能力の育成を目指すと定めている。これらの目標を達成する
ために，北海道大学の教員は，自らを律する規範を次のように定める。

第１　教員は，すべての学生が「高邁なる大志」を育み，新しい道を切り拓くことができるよう，
模範と指針を示し，自由な学風の醸成に努める。

第２　教員は，すべての学生に自律的個の確立を促し，その人格を尊重し，敬意をもって接する。
第３　教員は，学習目標を明確に示し，つねに授業改善に努め，学生の自主的な学習を支援する。
第４　教員は，学生に明確な成績評価基準を示し , 学習目標に即した公正な評価を行う。
第５　教員は，きめ細かな学生指導に努め，個人情報の保護に最大限の注意を払う。

北海道大学における科学者の行動規範

科学と科学研究は人類社会の平和と安全および公正で豊かな未来のためにあり，科学技術の発展
と科学者の主体的な判断に基づく研究活動は，社会からの信頼と負託を前提としてはじめて社会的
認知を得ることができる。それゆえ，科学者は研究活動においてその透明性を維持し，社会に対す
る説明責任を果たすとともに，厳しく高い倫理観を要求されていることを常に自覚しなければなら
ない。ここでいう「科学者」とは，人文・社会科学から自然科学までを包含するすべての学術分野
において，新たな知識を生み出す活動，あるいは科学的な知識の利活用に従事する研究者，専門職
業者を意味する。
こうした認識のもと，北海道大学は本学において研究活動を行うすべての科学者が，日本学術会

議が策定した「科学者の行動規範」（平成 18年 10 月 3日）に基づき，研究活動を行うことを宣言し，
行動規範をここに定める。

１）科学者は，研究の立案・計画・申請・実施・報告等の過程において，研究・調査データのねつ造，
改ざん，盗用等の不正行為を行わず，またこれに加担しない。

２）科学者は，研究活動の透明性と説明責任を果たすために，実験や調査の記録等の研究資料を
適切に保存する。

３）科学者は，自らの行っている研究が社会の負託に応える重大な責務であることを強く自覚し，
研究の実施，研究費の使用等にあたっては，法令や関係規則を遵守する。

※１ 研究活動上の不正に関する申立て
http://www.hokudai.ac.jp/sangaku/husei/report.html

※２ 国立大学法人利益相反マネジメント規程
http://www.hokudai.ac.jp/jimuk/reiki/reiki_honbun/au01005431.html
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戦略的大学連携支援プログラムに採択
《相互評価に基づく学士課程教育質保証システムの創出―国公私立４大学 IRネットワーク―》

平成 21年度「大学教育充実のための戦略的大学
連携支援プログラム」（大学改革推進等補助金）に「相
互評価に基づく学士課程教育質保証システムの創出
―国公私立４大学 IRネットワーク―」（代表校：同
志社大学；連携校：北海道大学，大阪府立大学，甲
南大学；平成 21～ 23 年度）が採択されました。
戦略的大学連携支援プログラムは，国公私立大

学の連携による地方の大学教育の充実に重点的に取
り組むことが早急に求められていることから，昨年
度に公募がはじまり，本年度は全国の国公私立大学
等からの応募119件のうち38件が採択されました。
この取り組みでは，国公私立 4大学が連携して，

教育の質保証を促進するため，学生調査を軸とした
客観的なデータに基づいて教育の現状を評価する
IR（Institutional Research）機能の充実，IR を活
用した連携大学間での相互評価，その評価結果を学
生の学習時間の確保，単位制度の実質化に結びつけ
る教育環境の整備を目指します。
また，その成果を学生に対する教育に還元する

ため，外国語（英語）科目に関する学士課程教育の

ラーニング・アウトカム目標の設定，ナンバリング
制による課程編成・実施方針の明確化のための具体
的方策を展望し，こうした取り組みを通じて教育の
質保証システムの構築を企図しています。
さらに，本取り組みの最終目標である IR を基盤

とした全国規模の大学コミュニティづくりに向け
て，連携大学が協力して IR人材育成を進めます。
具体的には，同志社大学が開発してきた新入生

および 3年次生に対する学習成果に関する学生調
査アンケートを北大でも実施し，他大学のデータと
も比較して，「学士力」の向上，教育の質保証の進
捗状況を把握する手法を開発します。
併せて，本学でも進めてきた，GPA，履修単位

数などの教務情報データに基づく教育改善の手法を
4大学で共有し，客観的なデータに基づく評価・改
善の文化を広く普及することを目指します。
設置形態，規模，歴史・伝統の異なる4大学の間で，

共通の目標，評価基準，改善手法を開発することは，
大きな挑戦です。 （安藤厚）
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教育改善を目指す FD・SDネットワークの構築
～ IDE 大学セミナー開催される～

8 月 20 日（木）～ 21 日（金）に，今年度の
IDE大学協会北海道支部のセミナーが本学との共催
で，上記のテーマでホテル札幌ガーデンパレスにお
いて実施されました。
大学設置基準における「FDの義務化」により，

ここ二，三年の間に多くの地域でネットワーク，コ
ンソーシアムと呼ばれる連携組織が結成されていま
す。ひとつの大学ではできない研修を，多数の大学
が協力して実施することが，その活動の目的です。
しかし，最終的な目的は研修そのものではなく，各
大学の教育改善・学生の学力向上にあることは明ら
かです。そこで，いかに教育改善を進め学生の学力
向上を図るか，その点に絞って他地域のFD・SDネッ
トワークの実践的活動についての事例を学ぶととも
に，道内の動向も紹介し，今後の各大学の活動の参
考となるよう企画しました。
一日目には，FDネットワークの成功例として愛

媛大学の佐藤先生と山形大学の小田先生の講演があ
りました。両者とも FDの北大モデルを踏襲しなが
ら，複数の参加大学に活動を広げており，その苦労
話とともに成功の秘訣を話されました。
二日目は，すでに活動を開始しているか今年中に

活動を開始する予定の道内４ネットワークの詳細を
報告してもらいました。旭川は地域の健康，北海道
東部地域は教員免許更新講習に的を絞った活動で
す。函館は大学の教育活動全般を，北海道地区は

FD・SD（職員研修）を組み合わせたネットワーク
活動を目指しています。
今後発展していくであろう地域ネットワークの活

動内容を詳細に聞くことができて有意義な二日間で
した。なお，IDE大学協会は学会組織をとった高等
教育研究の組織で，どなたでも加入でき，セミナー
に参加（無料）もできます。詳しくは以下のアドレ
スをご覧下さい。
IDE大学協会（http://ide-web.net/）

 （細川敏幸） 

写真 1　講演する小田隆治氏 写真２　佐藤浩章氏

・特別講演（20日）
「成功する FDネットワークの運営方法
～四国地区大学教職員能力開発ネットワークを事例に～」
　  愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室副室長

　   　　　　　　　　　　 准教授　佐藤 浩章
・特別講演（20日）
「東日本地域 FDネットワーク “つばさ ”の活動」
　山形大学高等教育研究企画センター 教授　小田 隆治
　

・シンポジウム（21日）
「北海道の教育コンソーシアム活動」
  司会：北海道大学 教授　 細川 敏幸
「旭川ウェルビーイング・コンソーシアム」
  旭川医科大学 教授　　　 吉田 貴彦
「北海道東部地域免許状更新講習コンソーシアム」
  北海道教育大学 准教授　 廣田 　健　
「キャンパス・コンソーシアム函館」
  北海道教育大学 教授　　 雁澤 好博　
「北海道地区 FD・SD推進協議会」
  北海道大学 教授　　　　 細川 敏幸

表 1　プログラム
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授業を変える e - ラーニング
～第14回北大教育ワークショップ～

「北海道大学教育ワークショップ」（全学 FD）は
平成 19年度からは年 2回開催され，今年度 1回目
（第 14回）は，2009 年 6月 5日（金），6日（土）
の両日，いつもの奈井江町農業改善センター（奈井
江温泉ホテル北の湯）で行われました。
今回は，本学からのみ参加者を募り，各部局から

の参加者 32 名に，世話係，講師，事務職員など合
わせて総勢 40名で実施されました。
初日の 5日は大学祭で情報教育館周辺は混雑し

ているため，事務局大会議室で午前 8時 15 分から
受付，8時 30 分にバスで出発しました。バスの中
では，例年のように，参加者の自己紹介を行い，会
場に到着後，直ちに記念写真をとり，午前 9時 55
分から脇田稔センター長（総長代理）の挨拶で研修
が始まりました。
今回のテーマは，「授業を変える e- ラーニング」

です。現在，単位の実質化のため魅力的な授業を工
夫して学生の学習意欲の向上を図ることが求められ
ていますが，一つの方法として e- ラーニングを取
り入れることが考えられます。
ワークショップでは，参加者を 5グループに分

け，魅力ある授業の工夫を盛り込み，できるだけ 
e- ラーニングを取り入れて，新しい授業を設計す

るという課題で，グループ作業を行いました。
授業の設計は，3つのセッションに分けられ，（I）

科目名と目標，（II）方略（15回分の授業内容），（III）
「評価基準」の順に行われました。各セッションは，
（1）30 分程度のミニ講義，（2）小グループに分
かれての 60分の討論，（3）全員が集まっての討論
の成果の発表会という３つの部分からなるセッショ
ンを繰り返すという構成で，例年のように有意義な
会になりました。
具体的には，参加者全員が専門分野が片寄らない

ように A，B，C，Dの 4グループに分かれ，それ
ぞれのグループが，あらかじめ指定されている，
Aと B：一般教育演習，C：総合科目，D：大学院
共通授業，などの科目を設計する課題にいどみまし
た。各グループが設計した科目名，目標は表 1の
通りです。
夕食後には，日本の大学では北大理学研究院の鈴

木久男教授によって最初に導入されたクリッカーに
ついて，山田邦雅特任准教授のミニ講義と実践練習
を行いました（写真６，7）。
2日目にはワークショップ終了後に，本 FDでは

初めて研修会修了証書の授与式が行われました。
 （西森敏之）

写真 1  記念写真 写真 2   脇田センター長（総長代理）の挨拶
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写真 3　アイスブレーキング 写真 4  グループ討論

写真 5  グループ討論

写真７   クリッカーの実践練習 写真８   修了証書授与式

写真６  クリッカーのミニ講義
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＜グループ A＞
【科目名】一般教育演習「食から見た北海道」
【一般目標】
① 身近な北海道の食を題材にして調査方法を学ぶ。
② 北海道の産業構造を知る。
③ 北海道産の価値を理解するためにブランドイメージの構造を知る。
④ 食品産業における事故例より安全確保と危機管理を学ぶ。
【行動目標】
① 調査に基づいて論理的に表現できる。
②  北海道産食品を科学的に区別する方法を列挙できる。
③ 北海道の食糧産業の現状を把握し，将来の方向性を提言できる。
④ 食糧産業に潜むリスクを概説できる。

＜グループ B＞
【科目名】一般教育演習「ススキノ地域社会論～ススキノレジデンシー～」
【一般目標】地域の社会的問題を認識し，提起できる能力を身につけるために，社会問題のるつぼ

であるススキノの飲食店を事例に体験・分析する。
【行動目標】
① さまざまな人と十分コミュニケーションができる。
② インタビュー調査の設計ができる。
③ 経営（マネージメント）に関する基本が理解できる。
④ 法律や制度（雇用，衛生，教育）の基本が理解できる。
⑤ さまざまな問題点に対する解決法を提示できる。
⑥ 成果を取りまとめ，発表することができる。

＜グループ C＞
【科目名】総合講義「豊かな生活を目指す環境科学」
【一般目標】
① 産業革命以降の人間活動が地球環境に与えてきた事実を理解する。
② 豊かな生活ならびにそれを実現するための環境科学について考える力を養う。
【行動目標】
① 人間活動が地球環境に与えてきた影響を列挙すると共に歴史的に系統立てる。
②  現在の環境科学技術の動向を理解する。
③ QOLの概念を理解し，それを高める方法を学ぶ。

＜グループ D＞
【科目名】特論「生命科学と人間社会」
【一般目標】
① 生命科学の最先端の知識を理解し，現状での成果を評価する能力を身につける。
② 生命科学が抱える問題点を解決するために，現在の社会制度に関して考察する能力及び問題解

決に向けた提言を行う能力を身につける。
【行動目標】
①  最先端の科学技術に関する知識を理解し，整理して記述できる。
② 社会生活における科学技術の成果を確認し，評価を行うことができる。
③ 問題を発見し，解決に向けた提言を行うことができる。

※【一般目標】は北大のシラバスでは「授業の目標」，【行動目標】は「到達目標」に当たります。
　行動目標（到達目標）は，学生がこの授業を通して身につけるべき能力を具体的に示し，成績
　評価の基準になります。

表１　各グループが作成したシラバスから ... 科目名と目標目標



センターニュース　No.80 September  2009 ( 北海道大学高等教育機能開発総合センター )

23

新しい研修の形を目指して
～次世代FD研究会ワークショップ～

　高等教育開発研究部では，北大 FD10 年の経験を
踏まえ，新しい教員研修の形を検討するため，学内
外から協力者を集めて「次世代 FD研究会」を立ち
上げ，研究を続けています。
　一度たっぷり時間をかけて議論をしたいというこ
とで，2009 年 9 月 4 日（金），5 日（土）の 1 泊
2日で「かもい岳温泉」において，ワークショップ
を行いました。プログラムは表 1の通りです。
　グループ討論の参加者は，高等教育開発研究部の
4名を含めて北大の教員 16 名に，筑波大と北海道
医療大から 1名ずつの教員に学術国際部国際企画
課の佐羽内喜久子さんが加わり，その他に教務課か
ら 2名が参加しました。
　1日目は，まず安藤厚高等教育開発研究部長がこ
のワークショップの目的と意義について話し，第２
代研究部長だった阿部和厚北海道医療大教授が北
大および日本における FDの歴史を振り返り，次の
10年の FDの課題と展望について講演しました。
　参加者がベテランたちであることから，軽くアイ
スブレーキングをしてからすぐに最初のセッション
に入りました。

第 1セッション
「教育に関する職務綱領（行動規範）」
　文学研究科の新田孝彦教授による北大で制定され

た倫理綱領などに関するミニレクチャーのあと，3
グループに分かれてグループ討論を行いました。
　Aグループを例としてあげれば，①学生の長所の
発掘に努める，②講義時間を順守する，③学生との
個別的コミュニケーションを重視する，④具体的で
詳細なシラバスを作成する，⑤シラバスに基づいて
授業概要を説明する，⑥毎回の授業でも授業概要を
説明する，⑦予習・復習の具体的な課題を提示する，
⑧多面的な評価方法を用いる，⑨学生の個人情報を
記録した媒体の管理を徹底することなどが検討され
ました。

第 2セッション
「新しい研修の課題・目的・構造・内容」
　高等教育開発研究部の細川敏幸教授による北大で
の全学 FD10 年の歴史の概観と 10月 8日に設立さ
れる「北海道地区 FD・SD推進協議会」に関する
ミニ講義，入学者選抜研究部の山岸みどり教授によ
る「全学 FD参加者とエクセレントティーチャーに
対するアンケート調査」などに関するミニ講義のあ
と，グループ討論に入りました。
　Bグループの討論を例としてあげると，FD義務
化による各部局の FDについて「全学 FD」「学部
FD」「大学院 FD」のおのおのの場合を分析し，持
続可能な FDプログラム開発のための枠組みを検

写真 1　記念写真 写真２　阿部和厚北海道医療大学教授の講演
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写真３　新田孝彦文学研究科教授のミニ講義 写真４　細川敏幸教授のミニ講義

討し，キーワードを列挙すれば，①綱領・行動規
範の設定， ②制度化：義務化を受けてGeneral と
Discipline 単位，FD講師の交流，Accountability, 
Accredition, 自己・学生・第三者評価制度，③日常
化（身体化）：コンサル・システム，ワンストップサー
ビス←教育支援，④専門化：Fucalty Developer，
Instructional consultant（理系と文系）の配置，
⑤学外とも連携した各分野 FDネットワークの開
発・FD人材交流，などについて討論しました。
　1日目の夕食後に，今年度から北大に本格的に導
入された「クリッカー」の紹介があり，そのあと懇
親会となりました。

第 3セッション（2日目）
「新しい研修の形式・手法・実施計画」
　安藤研究部長による 8月末に筑波大と北大が共
催した国際シンポジウムに関するミニ講義と，国際
企画課の佐羽内喜久子さんによる「英語で教える教
員のための FD」に関するミニ講義のあと，グルー
プ討論を行いました。
　Cグループの討論内容を例としてあげると，まず，
「重要な課題」として，①大学（研究科）のために
何を行うべきかを考え実行する教員が理想：すべて
の教員があるべき姿，②自分の研究室のことだけを
考えている教員の意識改革，③これを FDの中でい
かに実現していくかが課題，となりました。

　次に，「成功している事例」として，①カリキュ
ラム，シラバスを学科全員で検討する（ケンブリッ
ジ大学，精華大学），カリキュラム，シラバスの共有，
共通科目の全体による設計，これらを保証する組織・
制度が必要，TAとの情報の共有も必要，②学会単
位で teaching を教える，などを指摘し，「どのよう
な FDが必要か」という観点から，①小単位（学科）
でのマイクロティーチングを継続して行う，②全学
教育 FDと同様な内容を，学部レベルでの FDでも
確実に行う：全員への浸透，③そのためには継続性
のあるリーダー，組織が必要，委員会組織ではない，
責任・継続性のあるもの→ FD専門の組織：構成員
を評価する制度が必要，などの提案をしました。
　最後に，「全学 FDの役割」について検討し，①
各学部に浸透させる，②ファシリテーターの養成，
③これまでの知識と経験を広める，④ 学部の FD
を構成するための組織モデルを作り，伝える，⑤単
なる授業方法から，教員の仕事全体（管理，カリキュ
ラム設計，社会奉仕，地域連携）への展開，⑥各学
部の温度差をなくす努力，⑦具体的な教育技術：大
人数講義，発音，⑧授業参観も意外に効果があるか
もしれない，などが提案されました。
　今回のワークショップは，次世代 FDのあり方に
関するさまざまな観点からの知見が得られ，有意義
な会でした。 （西森敏之）
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2009 年 9月 4日 ( 金 )
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
 8:30 受付（情報教育館１階ロビー）
 8:45 バス出発 
 10:25 かもい岳温泉，玄関前で記念写真
────────────────────────
 10:35 挨拶 「このワークショップの目的」（安藤厚）
────────────────────────
 10:45 講演「次の 10 年の FD の課題と展望」（阿部

和厚）
────────────────────────
 11:30 研修のオリエンテーション「ワークショップ

とは」・アイスブレーキング（30分）
────────────────────────
 12:00 昼食 60 分
────────────────────────
 13:00 ミニレクチャー１「教育に関する職務綱領（行

動規範）について」（新田孝彦）
 13:30 グループ作業１の課題の説明
 13:40 グループ作業１「教育に関する職務綱領（行

動規範）案」
 14:40 発表・全体討論（3グループ）
────────────────────────
 15:10 休憩
────────────────────────
 15:30 ミニレクチャー２「北大 FDの歴史と未来」
  （教育ワークショップ 10年の歴史，学内の FD

に関する要望・需要，北海道地区 FD・SD推
進協議会：細川敏幸，山岸みどり）

 16:00 グループ作業２の課題の説明
 16:10 グループ作業２「FDの設計 1：新しい研修の

課題・目的・構造・内容」

 17:10 発表・全体討論（3グループ）
────────────────────────
 18:00 夕食
────────────────────────
 18:40 ミニレクチャー「クリッカーを使う授業」（山

田邦雅）
────────────────────────
 19:20 風呂など
 20:00 懇親会

2009 年 9月 5日 ( 土 )
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
 7:30 朝食
────────────────────────
 8:30 ミニレクチャー３「FDの手法」（安藤厚：国際

シンポジウムから，佐羽内喜久子：英語で教え
る教員のための FD）

 9:00 グループ作業３の課題の説明
 9:10 グループ作業３「FDの設計 2：新しい研修の

形式・手法・実施計画」
 10:10 発表・全体討論（3グループ） 
────────────────────────
 10:50 休憩
────────────────────────
 11:00 参加者の個人的感想や意見
────────────────────────
 12:00 昼食
────────────────────────
 13:00 バス出発
 14:30 JR 札幌駅北口到着

表 1　「次世代 FD研究会」ワークショップ　プログラム

写真５　山田邦雅准教授のクリッカーのミニ講義 写真６ 佐羽内喜久子国際企画課コーディネータのミニ講義
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生涯学習  LIFELONG LEARNING

生涯学習フォーラム開催される
８月 18 日に今年度第 1 回生涯学習計画研究

フォーラムとして，生涯学習計画研究部客員准教授
の佐藤浩章愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室
准教授が「大学職員に求められる能力リストの開発
―SPOD（四国地区大学教職員能力開発ネットワー
ク）の事例をもとに―」をテーマに報告しました。
現在，四国地区大学教職員能力開発ネットワー

ク（SPOD）において佐藤准教授を中心に取り組ま

れている大学職員に求められる能力リストの開発の
途中経過の説明とともに，佐藤浩章客員准教授の持
論である，大学職員の専門職化論についての報告が
ありました。実際に，SPODでは，大学職員に求め
られる能力リストをどのようなプロセスと内容で作
成しつつあるかの説明のあと，参加した大学の取組
の報告も交えて活発な質疑・討論が行なわれました。
 （木村純）

入学者選抜  ADMISSION SYSTEMS

　入学者選抜研究部は，昨年度から「北海道大学の
次期AO入試の創造に関する研究会」のもとで，高
等学校の進路指導担当者とともに本学のAO入試の
課題や問題点を明らかにし，今後のAO入試の改善
の方策を探っています。９月 16 日 18 時 15 分～
20 時 30 分，情報教育館４階共用多目的教室（１）
にて第３回研究会を開催し，高校教員４名と本学教
員８名（AO入試実施部局，入学者選抜研究部）が
参加しました。今回は，高校教員からの「高等学校
ではAO入試をどのように受けとめているのか」に
ついての報告を中心に意見交換を行い，今後の研究
計画の詳細を検討しました。
本学のAO入試は導入後９年が経過し，各部局で

追跡調査の実施や選抜形態の変更など様々な努力や
工夫を積み重ね，広く認知されるようになりました。
しかしAO入試に対する大学側の期待と高校生や進
路担当者の意識の間のズレは，依然として大きいこ
とが今回の研究会で再確認されました。平成 23 年
度以降，本学のAO入試が縮小されることになりま
したが，アドミッションポリシーにふさわしい学生
を選抜するためには，継続的な改善の努力が不可欠
です。研究会では，本学の９年間にわたるAO入試
の経験を総括・記録する作業とともに，AO入試の
新たな展開をめざして具体的な方策を検討する予定
です。 （山岸みどり）

AO入試の新たな展開にむけて
～研究会を開催～

写真１　生涯学習フォーラムの様子
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CENTER EVENTS， May - Augustセンター日誌

行事予定 SCHEDULE，  October - December 

  【日（曜日）】 【行事】
10月 １( 木 ) 第２学期授業開始日
  １( 木 ) ～７( 水 ) 抽選科目の申込期間
  ９( 金 ) 抽選科目の結果発表日及び追加申込日
  13( 火 ) ～ 19( 月 ) 平成 18 ～ 21 年度入学者履修届Web入力
  13( 火 ) ～ 14( 水 ) 平成 17 年度以前入学者履修届受付 
11 月 22( 日 ) AO入試・帰国子女特別選抜
12月 ９( 水 ) ～ 11( 金 ) 履修登録した科目の取消し受付
  28( 月 ) ～ 1月 4日 ( 月 ) 冬季休業日 

 14 日　 （会議） 第２回総合教育部教育課程等編成ＷＧ
　　　　　（会議） 第１回総合教育部組織体制検討ＷＧ
15日　 （会議） 第 76 回全学教育委員会
19日  （会議） 国立大学アドミッションセンター連絡会議
20日～21日 （会議） 全国大学入学者選抜研究連絡協議会
20日　 （会議） 第 52 回教務委員会
26日  （会議） 入学者選抜委員会
28日～29日 （会議） 平成 21年度国立大学教養教育実施組織 
   会議（弘前）

 ３日 （説明会） 宗谷地区/大学・短期大学進学相談会（稚内）
　　　　（会議） 生涯学習計画研究委員会

 ４日 （会議） 平成 21年度第２回教育改革室会議
  5 日～ 6日 （研修） 教育ワークショップ（奈井江）
 ９日 （会議） 第 147 回全学教育委員会小委員会
 17 日 （会議） 入学者選抜委員会
 19 日 平成22年度AO入試・帰国子女入試学生募集要項公表
 20 日 （行事） 教育学部オープンキャンパス
 25 日 （会議） 平成21年度第２回センター予算施設委員会
  （会議） 平成 21年度第３回教育改革室会議
 26 日 （会議） 第３回総合教育部教育課程等編成WG 
 28 日 （説明会） 外国人留学生のための進学説明会（東京）
 30 日 （説明会） 新潟南高校主催進学相談会（新潟）

　　　（会議） 高等教育開発研究委員会

   2日～30日 （行事） 北海道大学公開講座（計８回）
 ４日 （行事） 第１回キャンパスツアー
 10 日 平成 22 年度入学者選抜要項公表
 11 日 （説明会） 全国国公立・有名私大相談会2009（東京）
 12 日 （説明会） 外国人留学生のための進学説明会（大阪）
 14 日 平成 23 年度以降学部入試学生募集概要公表
 16 日 （説明会） 北海道大学入試説明会（高校教諭対象）
 19 日 （説明会） 全国国公立・有名私大相談会2009（大阪）
 20 日 （説明会） 全国国公立・有名私大相談会2009（名古屋）
 21 日 （会議） 第 148 回全学教育委員会小委員会
 24 日 （会議） 平成 21年度第２回センター運営委員会

　　　（会議） 第 77 回全学教育委員会
　　　　　（説明会） 高松高等予備校主催進学相談会（高松）
 25 日 （説明会） 外国人就学・留学生のための外国人進 
   学相談会（仙台）
 26 日 （説明会） 全国国公立・有名私大相談会2009（横浜）
30日～31日 （国際シンポジウム）プロフェッショナルディベ 
   ロップメントの諸相

 １日 （行事） オープンキャンパス（函館キャンパス） 
 １日 （行事） 北大プレオープンキャンパス 2009
  ２日～４日 （行事） オープンキャンパス（札幌キャンパス）
 ４日 （会議） 平成 21年度第４回教育改革室会議　
 21 日 （訪問） 富良野高校
 30 日 （行事） 北大セミナー in 函館

5月

6月

8月

7月
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編集後記
本号では，６月～９月にかけて本センターが主催・共催し

たFD関連の活動を紹介しています。国際シンポジウム，次
世代FD研究会ワークショップ，ライデン大学FD，文学研
究科向け英語による授業に関するFDの経験や議論は，本学
における今後のFDプログラムの開発に関して新たな視点や
可能性を示しています。北海道地区FD・SD推進協議会が発
足し，地域及び国際的なネットワークを活用しつつFDを企
画実行できる環境が整いました。また，国公私立４大学IRネッ
トワーク事業では，学生調査が計画されており，授業アンケー
トの結果も含めて，FDの効果と教育の質を考えるための資
料が蓄積されます。本学におけるFD活動は，着実に新たな
段階に入っていることを実感しています。（碧）
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